
─ �1 ─

　カナンでの王制の確立までの約300年間、民は

背信を繰り返し危機にۿったが、その度に神は士

師を起こされて民を救った。そして、12人の士

師の最後に登場したのがサムソンである。

　16章は、ペリシテに捕らえられたサムソンが

最後にもう一度力を発揮して死ぬ場面である。サ

ムソンは母のథに宿る前から、「ペリシテ人の手

からイスラエルを解き放つ救いの先駆者となろ

う」（13：5）と予告されていた。また、彼の父マ

ノアの前に現れた主の御使いは自らの名を「不思

議」（13：18）と言った。これらのことがすでに、

サムソンという型破りな士師の活躍の根拠と方法

を予言的に物語っている。

１�ɿムʇʽɁऐȨȻऍȨ（�6ᴷ�ᴪ5）

　サムソンは大変な٢力の持ち主で、চ子をႨい

たこと（14：6）、多くの者を打ち殺したこと（14：

19Ȅ15：15）、ジャッカルを300຀捕らえたこと

（15：4）などがあったが、その強さをガザでも見

せつけた（16：3）。

　しかし、同時にサムソンには際だつ弱さもあっ

た。女性に対する弱さである。すでにペリシテ人

であるティムナの女性にひかれるという経験が

あったが（14：1）、さらに敵地ガザで遊女にひか

れ、またデリラという女を愛してしまうことに

なった。このデリラが、サムソンの٢力の๩密を

聞き出すことになる。

２�ɿムʇʽɁ܅୚（�6ᴷ6ᴪ22）

　デリラは三回にわたってサムソンの٢力の๩密

を聞き出そうとするが、その度にサムソンはうそ

を教える（16：7Ȅ16：11Ȅ16：13）。同じことの

繰り返しの中で、サムソンはデリラのねらいに気

付いてもよいようなものであるが、しつこく迫る

デリラについに真実を明かしてしまう。ティム

ナの女性になぞの意味を明かしてしまった経験

（14：17）の教訓は生かされなかった。

　サムソンは、ฯの࿉を切ると力が抜け、弱くな

ることをデリラに教えた。これは、ฯの࿉そのも

のに特別な力があったというよりも、ナジル人（新

共同訳聖書付録の用語解説を参照）としてささげ

られた者としてฯの࿉は神の力のしるしであった

ということである。サムソンの力は、主が共にお

られることから来るものであった。サムソンは

ྨっている間にペリシテ人にฯの࿉を切られてし

まうが、そのとき「主が彼を離れられた」（16：

20）。力を失ったサムソンは、目をえぐりだされ

てჄ屋に入れられてしまう。

３�ɿムʇʽɁᇏɝȻఊऻ（�6ᴷ2�ᴪ��）

　サムソンは、喜び祝うペリシテ人の見せ物とさ

れたが、その惨めさの中で、自らの強さも弱さも

脱ぎ捨てて、ついに神に立ち返ることになる（16：

28）。

　ฯが伸び始めていた（16：22）サムソンは、再

び力を回復し、建物を支えていた真ん中の二本の

柱を押した。すると建物は崩れ、サムソンは自ら

の死をもって多くのペリシテ人を殺した。「彼が

その死をもって殺した者は、生きている間に殺し

た者より多かった」（16：30）とは、ただ数の問

題という以上に、この死によってなした働きが敵

を打つ士師としてのサムソンの最も大きな働きで

あったことを示している。この働きが祈り（16：

28）の後になされたことが、サムソンの٢力の本

当の源を明らかにしている。

　サムソンはいわゆる模範的な信仰者ではなかっ

たかもしれない。しかしそれだけに、彼の力が用

いられたのは、ひとえに主の選びと恵みのゆえで

あったことが明らかとなる。そして、死をもって

大きな働きをなしたこのサムソンの姿が、十字架

の主イエスの姿と重なり合うのは、まさに「不思

議」である。	 （石原知ࢬ）

	 5月6日	 「サムソン」	 聖書研究

	 テキスト	 士師記16章
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　先週はギデオンと300人の勇士によってミディ

アン人の大軍を追い払ったお話を聞きました。イ

スラエルの人々はこの出来事を通して、改めて神

様の人々への愛の深さと、そのお力の偉大さを

知って、神様に従う歩みを始めました。でもまた

すぐに道を踏み外してしまって、主の目に悪とさ

れることを行ってしまうのが、罪人の๟しいとこ

ろです（士師13：1）。そんな彼らに対して神様

はペリシテ人という強い民族を起こして、彼らが

イスラエルを苦しめるのを、40年の間࿑って見

ておられました。しかし主なる神様はイスラエル

を見捨てたわけではありません。やがてまた彼ら

のために、サムソンという若者を士師としてお立

てになって、ペリシテ人に対抗する勇気を与えら

れました。そしてサムソンに与えられたのは、ラ

イオンをも手で引きႨく٢力でありました。

　彼はその٢力に物を言わせて、だれはばかるこ

となく自由ཱི放に行動しました。彼は怒りっぽい

性格で、とっても乱暴者でしたので、すぐにペリ

シテ人とو࠶になっては、次々と؏り殺してしま

います。神様にいただいたその٢力を、そうやっ

て自分のうっぷんをୀらすためだけに使っていた

サムソンです。女にもだらしなくて、本当に問題

ばかり起こすので、イスラエルの人たちの中にも

迷惑に思う人はいたのです（士師15：9以下）。

　さてそのように「私に勝てるものなどいるもの

か」とさんざんいばっていたサムソンですが、や

られっぱなしのペリシテ人たちはある策略を思い

ついて、サムソンの愛していたデリラという女性

に近づきました。彼らはデリラに言いました。「サ

ムソンをうまくだまして、あの٢力の๩密を聞き

出してくれ。そうしたらお金をたくさんあげよ

う。」

　そこでデリラは甘えた声でサムソンにたずねま

した。「あなたの٢力の๩密を私だけにこっそり

教えて下さいな。」サムソンは答えます。「新しい

7本で縛ればいい。そうすれば弱くなってࡗのݡ

普通の౳のようになってしまうよ。」でもこれは

上手なうそでした。デリラはサムソンの言葉どお

りにしたのに、サムソンはそれを簡単にちぎって

脱出してしまったのです。

　デリラは怒って言いました。「あなたはうそを

ついたのね。本当のことを教えて下さい。」サム

ソンは答えました。「まだ使ったことのない新し

いථで縛ればいいよ。」しかしこれも効果はなく、

サムソンは簡単にථを断ち切ってしまいました。

「またうそをついたのね」とデリラは怒ります。

そしてまたサムソンはだまします。「長いฯの࿉

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　先週に続いて士師の物語である。ギデオンに比べ、いっそう型破りなサムソンの物語は、子ども達の

心をとらえて離さないでしょう。そこでဃき起こってくる、神の自在な力と不思議な導きに対するすな

おな「驚き」を大切にしてあげていただきたい。そのためにまず語るものが本当に驚いていていただき

たい。思いを超えた神の御業への驚きがないところに、神への真実のֈれと信頼が生まれることもない

でしょう。また説教では、サムソンの悔い改めに至る心の動きをやや敷ᘹしてみた。このサムソンの祈

りに焦点をしぼって説教を展開してみるのも、このテキストの異なるܵきを引き出す有益な方法かもし

れません。

「愚かなサムソン」

	 5月6日	 「サムソン」	 説教展開例

	 テキスト	 	 士師記16章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム問11Ȅ13Ȅ76
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を機織りで織り込めばいいのだよ。」デリラはま

んまとだまされます。こうして三回もだまし合い

が続きました。

　とうとうデリラは真っ赤になって怒り出し、「あ

なたは私を愛してないのね」と言い出しました。

そして「本当に愛しているなら๩密を教えて」と

毎日しつこくたずねるのです。サムソンはもうう

んざりしてしまって、とうとう๩密を打ち明けて

しまいました。「私は生まれる前から神様に身を

ささげているナジル人だ。その印に、生まれてか

ら一度もฯを切ったことが無い。実はこのฯの࿉

が๩密の元なのだ。もしฯの࿉を೬られてしまっ

たら、私の力は抜けてしまって、普通の人のよう

に弱くなってしまう。」

　こうしてついにデリラはだまし合いに勝利しま

した。さあこうなったら急がなきゃ。早速デリラ

はペリシテ人たちをこっそりと呼び出しました。

そしてひざ྅にサムソンをྨらせ、「ふふふ、よ

くྨってるわ」と確認して、彼の長いฯの࿉七པ

を、スパッとかみそりで೬ってしまいました。そ

うして大声で叫びました。「サムソン、ペリシテ

人があなたに！！」　するとサムソンは飛び起き

て、「よし、ひと暴れしてくるぜ」といつものよ

うに飛び出していきます。しかし彼の頭にはもう

ฯが無い。だから主なる神様の力はもう彼から離

れてしまっているのです。でもサムソンは気付か

ない……。あわれサムソンはペリシテ人に捕らえ

られ、目をえぐり出されてしまいました。そして

ി႞として連れて行かれ、Ⴤ屋でうすをひかされ

ました。

　さてペリシテ人たちは大喜びで、彼らが拝んで

いる偶像の前に盛大ないけにえをささげて、「我

らの神様が、にっくきサムソンを渡してくださっ

た」と大騒ぎ。そして「サムソンをここに呼んで

見世物にしてやろう」と言い出し、3000人もの

人々が集まっている家で、サムソンは大いにઢい

ものにされてしまいました。しかしその時、人々

は気付かなかったのです。サムソンのฯの࿉が、

もうすでに伸び始めていたことを。

　目の見えないサムソンは言いました。「私を引

いていって、この家を支えているఊい柱につかま

らせてほしい。」そうして両の手を柱にかけると、

サムソンは心からの祈りを神様にささげました。

「神様、私はߔかでした。どうか赦してくださって、

私を思い起こしてください。そしてどうかもう一

度だけ、私に力を与えてください。」自分の٢力

に頼ってばかりで、それを神様から与えられた賜

物だということを忘れていたサムソンです。でも

そのサムソンが、今すべての力を失って、はじめ

て神様の助けを求め、心から神様に頼る者になり

ました。そうしてはじめて、心の底からの願いを

こめて神様に祈ったのです。神様はそのような祈

りを聞き逃す方ではありません。

　サムソンが力を込めて柱を押すと、建物は音を

立てて崩れ၂ち、そこにいたすべての人々は下敷

きになって死んでしまいました。こうしてサムソ

ンは自分の身を犠牲にして、多くのペリシテ人を

打ち倒したのです。

　本当にߔかで乱暴者のサムソンでした。しかし

主なる神様は、そんな彼を士師としてお選びにな

る方です。そして神様は、彼の生涯を台無しにす

ることになった大失敗さえも用いて、イスラエル

の人々をペリシテ人から救い出されます。この神

様の救いのご計画は、私たちの思いをはるかに超

えた、自由で型破りなものです。このご計画に従っ

て、イエス様は十字架にかけられ、死んで、そし

てᝠってくださった。何よりこれが、私たちの思

いを超えた驚きだと言えるでしょう。	（ा井孝ࢤ）

	Ȭ今週の暗唱聖句ȭ	 イザヤ書55章9節

天が地を高く超えているように

わたしの道は、あなたたちの道を

わたしの思いは、あなたたちの思いを、高く超えている。
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	 5月6日	 「サムソン」	 幼稚科

Ȅɀɜȗȅ

　力は強いが心が弱いサムソンでしたが、最後に

は神様に心からお祈りをしたので、神様はサムソ

ンの祈りを聞き入れて下さいました。サムソンの

ように素直なお祈りができるようになろう。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

①「サムソンの力の๩密は何ですか？」

　（答え）「そうだね、長いฯの࿉です。」

②「力の๩密をデリラに教えたサムソンは、ど　

のようになりましたか？」

　（答え）「そうだね、サムソンはฯの࿉を切られ

てしまいました。」

③「ฯの࿉を切られたサムソンはどうなりまし　

たか？」

　（答え）「そうだね、力がなくなったサムソンは、

ペリシテ人に捕まり、目をえぐられてჄ屋に

入れられてしまいました。」

④「ペリシテ人の見せ物とされたサムソンは、　

最後にどうしましたか？」

		（答え）「そうだね、サムソンは心から神様にお

祈りをして、神様から力を受けることができ

ました。私たちも心からまことの神様にお祈

りを捧げましょう。」

Ȅᇏɝȅ

　今日も教会に来ることができて感謝します。サ

ムソンさんのように、心からお祈りができるよう

にして下さい。

〈やってみよう〉

ᓨɥڴȶȹҒɝ՘ɝǾȝᝈɁᬲࣃȾնɢȮȹカ˂ʓɥ˶Ɍȹɒɛșᴞ
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	 5月6日	 「サムソン」	 小学科下級

Ȅɀɜȗȅ

　サムソンの両親は、彼をナジル人として神様に

捧げた。神様は彼に特別に力をくださったが、ல

野なサムソンは失敗を繰り返す。とうとう自分の

力の出所を明かし、力を失い、ぺリシテ人のၬに

されたが、最後のときにもう一度神様からいただ

いた力によってぺリシテ人を打ち、イスラエルの

人々を守った。サムソンの破Ⴉ恥な性格、行動に

もかかわらず、神様は彼を用いてくださったこと

を通して、神様はどんな人をも神様のご用にお用

いくださることを学ぶ。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　イスラエルの人々が神様から離れて悪を行って

神様を怒らせたので、神様は偶像に仕えるぺリシ

テ人をイスラエルの国に送って、イスラエルの

人々を苦しめられた。

　その頃、イスラエルの国にマノアという人がい

て、あるとき主の御使いが彼らにあらわれて、子

供が与えられることを告げました。また、その子

はథ内にいるときからナジル人（「聖別された者」

の意、民数記6：1～にમしい）として神様にさ

さげられているので、その子の頭にかみそりを当

ててはならないと両親に命じました（士師記13

章1節～5節）。こうして、サムソンには神様から

特別の力が与えられていましたので、あるとき、

ぶどう畑で１頭の若いライオンに出会い、ほえな

がら向かってきて、サムソンは手に何も持ってい

なかったのですが、ライオンをつかまえてやっつ

けてしまいました。このように強い力は、神様が

彼に与えてくださったものですが、当時、イスラ

エルの人々を苦しめていたぺリシテ人をサムソン

はその力でやっつけました。

　この力の強いサムソンをなんとかやっつけたい

ぺリシテ人は、サムソンが好きだったデリラとい

う女の人を味方にして、サムソンの力を్うには

どうしたらよいかをサムソンに聞くように頼みま

した。サムソンは「ۋいていない新しいࡗݡ七本

で縛ればいい。そうすればわたしは弱くなり、普

通の人のようになってしまう」とデリラに言いま

した。これを聞いたデリラはさっそくぺリシテ人

に伝えたので、彼らはまだۋいていない新しいݡ

をデリラのところに持ってきて、それでྨってࡗ

いるサムソンを縛りました。そして奥の部屋には

待ち໖せる者を置いて、彼女はサムソンに「サム

ソン！	ぺリシテ人があなたに！」とサムソンを

起しました。ところが目を覚ましたサムソンはそ

のࡗݡを簡単に切ってしまったのです。デリラは

別の日にまたサムソンに聞きました。するとサム

ソンは、「まだ一度も使ったことのない新しいථ

で縛ればわたしは弱くなる」と言いました。デリ

ラはそうしましたが、目を覚ましたサムソンはそ

のථも切ってしまいました。デリラは今度も失敗

だったと知ると、またサムソンに尋ねました。こ

んどはサムソンはこう言いました。「わたしのฯ

の࿉七པを機のਸঝとともに織り込めばいいの

だ」と言いました。さあ、今度は本当でしょうか？	

いやいや、やっぱり今度もサムソンはそれを簡単

に引き抜いてしまったのです。でも、どうでしょ

う。こんどの場合サムソンは「わたしのฯ」と

言っています。本当のことにだいぶ近づいてきた

とは思いませんか。そうなんです。サムソンはと

うとう４回目になってデリラに本当のことを言っ

てしまうのです。お父さんとお母さんが神様と約

束して守ってきた大事なฯの࿉をそってしまえば

あの٢力は取り去られることを白状してしまうの

です。デリラはサムソンがૢている間にそのฯの

࿉をそりました。そして「サムソン！	ぺリシテ

人があなたに！」とサムソンを起こしました。サ

ムソンは「いつものように出て行って暴れてくる」

と言いました。でももうあの力は彼から取り去ら

れていたのです。弱くなってしまったサムソンは

ぺリシテ人に捕まえられました。でもサムソンは、

最後にもう一度神様から力をいただいて、ぺリシ

テ人が大勢いた建物のなかで柱を壊して屋根を၂

として多くのぺリシテ人をやっつけたのです。

ȄȗɁɝȅ

　神様からいただいた力を神様のご用に使うこと

ができますように。アーメン。
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	 5月6日	 「サムソン」	 小学科上級

Ȅɀɜȗȅ

　先週に続き士師「サムソン」の信仰について学

ぶ。ナジルびととして特別な誓願のもとに生まれ

たサムソンには型破りの٢力が与えられていた。

それを神のために用いるか、あるいはイスラエル

の為に用いるか、聖書はむしろ自分勝手にそれを

用い誓願を裏切ったサムソンを描いているが、愛

人デリラに裏切られてペリシテ人に捕らえられ両

眼をえぐられた時、神に立ち返ったサムソンを信

仰の人として記している。人間は誰も間違いを犯

すが、最後に神に立ち返る者が救われることを学

びたい。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

１．サムソンはライオンを引きႨくほどの力を

持っていました。どうしてそんな力があったの

でしょう。考えてみましょう。

　˽：神様から与えられた。

　˾：小さい時から運動をしていた。

　˿：生まれつきの身体。

　(ナジルびとのことにふれてもよい）

２．サムソンはその力を何に使っていましたか。

　˽：神様のために使っていた。

　˾：自分のために使っていた。

　˿：イスラエルの人びとの為につかっていた。

３．そんなサムソンに彼女が出来ました。デリラ

と言う名前です。どんな人でしたか。

　˽：信仰のあついイスラエル人。

　˾：ペリシテ人で可愛い人。

　˿：イスラエル人できれいな人。

　（デリラとはおもわせぶりの意味）

４．ペリシテ人はデリラにサムソンの٢力の๩密

を探らせました。「わかったら沢山のお金を出

す」と言いました（250万円ぐらい）。サムソ

ンは٢力の๩密を明かしましたか。

　˽：すぐ明かした。

　˾：直ぐには明かさなかった。

ˑ．そしてサムソンはデリラに何と言いましたか。

　˽：力の出るものを食べているから。食べるの

をやめたら弱くなる。

。七本で縛ればよいࡗのݡ：˾　

　˿：強いਈを飲ませればよい。

˒．ֿを言ったサムソンは二番目に何と言いまし

たか。

　˽：一度も使ったことのない新しいථで縛る。

　˾：一度も使ったことのない新しい࿉ঝで縛

る。

　˿：一度も使ったことのない新しいࡆঝで縛

る。

７．ֿを言ったサムソンは三番目にもֿをいいま

した。何と言いましたか。

　　答は16：13ですが省略。

　　四度目にあまりにしつこいデリラの質問に負

けて本当のことを話してしまいます。本当の๩

密とは……

　˽：アキレス健。

　˾：頭の࿉。

　˿：頭のはげ

　デリラに負けたサムソンはどうなったでしょう

か（16：21を読ませる）。

　捕まえられ両眼をえぐられ、大喜びのペリシテ

人に見せ物にされたサムソンですが、最後にした

ことは何でしょうか。

　28節のサムソンの祈り（キーワード）を中心

に聖書を読ませたい。そして士師としての最後の

奉仕を死をもって捧げたことに注目させたい。教

師は一方的に語らず生徒との会話の中で進めてく

ださい。

Ȅᇏɝȅ

ɦ生徒に祈らせてもよい。

　天の神様。今日はサムソンの信仰について学び

ました。私たちも何度も失敗を繰り返します。こ

んな私たちを導いてください。イエスさまの聖名

によってお祈りします。
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Ȅɀɜȗȅ

　主の不思議な御業を仰ぐ。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

ᴮᴫᐥంɥɕșˢ࣊ᝣɓ

ᴯᴫґȞȴնȗ

　˭．説教を聴いて教えられたこと、心に響いた

こと、実行しようと心を動かされたことは？

　˭．分からなかったことは？

ᴰᴫץ᠎΍

ɦ質問例は、それぞれのクラスの実情に合わせて

アレンジしてくださり、解答例は子供達の答え

を補足したり、教えたりするのにお用いくださ

ればと思います。

　˭．٢力サムソンは向かうところ敵なしでした

が、彼には一つの弱点がありました。それは

何でしょうか？

　ɨ女性に対する弱さ。自らの立場を忘れて三人

の女性にひかれた結果、どの場合も命の危機

にさらされた。）

　˭．サムソンはデリラを愛していました。人を

愛することは素ୀらしいことです。ただ彼女

に対して、サムソンはどのような態度を取る

べきだったでしょうか？

　ɨ主を第一とする決断。デリラの愛を失うこと

を恐れて三度もֿをついた挙句、敵であるペ

リシテ人に๩密を打ち明けてしまった。

　˭．サムソンが受けた仕打ちは自業自得な所が

ありますが、最後に悔い改め、「彼がその死

をもって殺した者は、生きている間に殺した

者より多かった。」（30節）という程の敵に

対する大勝利をもたらしました。この事は、

私達の力の源がどこにあると教えているで

しょうか？

　ɨ主にこそ私達の力があると教える。そもそも

サムソンの٢力は、ナジル人として主にささ

げられた者として、主が共におられることか

ら来るものであった。

　˭．救助者サムソンの誕生を予告した主の御使

いは自分の名前を「不思議」（13:18）と言い

ましたが、大変な力と共にߔかさをも持った

士師サムソンと彼の死は、人の思いを超えた

不思議な神様の御業でした。聖書の中で思い

当たるものが他にあれば挙げてください。

　ɨ主の天使が「この子は自分の民を罪から救う

からである。」（マタイ1：21）と予告したイ

エス様の十字架の死。

ᴱᴫȝᇏɝ

　主を第一とした信仰生活が送れるように。

ɦ一人一人に祈りの課題を出してもらったり、自

然に浮かび上がってきた課題を祈っても良いと

思います。

わたしの神なる主よ。
わたしを思い起こしてください。


